
令和元年度 中部圏域障がい者地域自立支援協議会 第 3 回運営会議録 

 

              日時 令和元年 6 月 18 日（火） 13： 30～ 15： 30 

場所 倉 吉 病 院  ア ゼ リ ア １ 階 相 談 室 

 

参加者 8 名   山﨑（倉吉市）  山下（湯梨浜町）   

佐々木（三朝町） 阪本（北栄町） 

中井（琴浦町） 今西（はっぴい） 

事務局 河本・ 髙島（司会・記録） 

１ 報告事項 

○ 市町部会より 

倉吉市：専門部会を２つ設置し活動を行う。 

    障がい理解啓発部会については、「児童思春期こころの病気リーフレット」と「精神障が

い啓発マニュアル」を配布予定。 

    障がい理解の推進を図るため、障がいについて話が出来る方の講師一覧のようなものを作

成したい。 

    居場所作り部会（仮）については、16 時から 18 時までの間の過ごし方について、現在利

用できるサービスの確認や他に何か利用することが出来ないか検討する。 

 

湯梨浜町：本日１回目の自立支援協議会を実施した。各委員より就労、啓発、防災等について意見

が出た。他の市町の協議会を見習い、今後活動する予定である。次回は 9 月に、中国庭園

燕趙園が障がいに対応しているか現場調査を行う予定である。 

 

三朝町：実施に向けて委員の日程調整を行っている。1 回目を 8 月に実施予定。 

 

北栄町：7 月 18 日に 1 回目の協議会を実施予定である。昨年度末に町の担当者でハザードマップ

の確認を行ったので、協議会でも確認をしていただく予定である。 

 

琴浦町：年に 4 回実施予定（部会含む）。児童へのサービス検討会を 5 月に実施した。町内の関係

機関が集まり協議することが出来た。今後も活動を続けていく。 

    Ｂ型事業所連絡会についても今後開催予定である。 

 

○ 課題別部会より 

就労移行支援連絡会：6 月 13 日に 2 回目の連絡会を実施。 

6 月 7 日に養護学校で行われた福祉セミナーの開催協力を行った。直Ｂアセスメント実施事業所の

振り分けを行った。 

直Ｂアセスメントの時期について、来年度は 2、3 年生、再来年度は 2 年生の時に行うことになっ

たので、相談部会でも説明する。  



 

あいサポートフェスタ実行委員会：6 月 17 日に 2 回目の会議を実施。 

12 月８日の開催に向けて担当に分かれて準備を進めている。 

 

相談支援事業所連絡会：５月２９日に第１回目を実施。会長を敬仁会館の佐々木さんが担当される。 

教育機関やサービス提供事業所との意見交換、ケース検討会を行う予定。 

 

医療的ケアの必要な障がい児者支援部会：医療的ケアを要する障がい児者コーディネーター研修を

受講された方と会の進め方、委員の候補を検討した。 

会の進め方については当事者やその家族の方から意見交換を行い、中部圏域の課題を把握し、その

課題について現在のメンバーで整理と解決方法を検討し、委員会として活動する。 

委員の候補についても関係機関を通して依頼する。 

２ 協議事項 

○ 第１回全体会について【6 月 24 日（月）14：00～開催】 

障がいと向き合って感じたことと題し、体験談として当事者の方からお話していただく。 

全体会の流れを確認した。 

 

○ 日中サービス支援型指定共同生活援助 実施状況等の評価について 

社会福祉法人和 が 4 月より日中サービス支援型指定共同生活援助の事業を開始されたが、6 月い

っぱいで休止されることとなった。事業を実施するにあたり、実施状況等の評価を自立支援協議会

内で行うこととなっているが、いつ頃すればいいか検討して欲しいと中部保健局より依頼があった。 
 

事業を継続するための評価であり、その実績に要望、助言を行うことになっている。事業を休止し

たのであるなら、早いうちに状況報告していただいた方が良いのではないか？ 

また、実績報告の様式は県より示されているが、評価したことを県や事業所に文章としてお返しし

なくても良いか？ 
 

→社会福祉法人和管理者へ報告。7、8 月に地域への情報公開、意見交換を予定しているのでそれ

が終わってから行いたいとのこと。 

→中部保健局にその旨報告。評価したことについては県や事業所に返す必要はなく、議事録に記載

しておいて欲しいとのこと。 

 

○ ホームヘルプサービス事業所連絡会 各市町障がい福祉担当者との意見交換について 

ホームヘルプサービス事業所連絡会の委員長より、連絡会として各市町の障がい福祉課担当者と意

見交換会を行いたいと希望があった。意見交換会を行うことは可能か？ 

→意見交換する目的が明確ではなく、事前に議題を提出していただけないと質問等にも返答できな

い。意見交換する目的と、検討内容を確認していただけないか？ 

→ホームヘルプサービス事業所連絡会の委員長へ報告。ヘルパー事業所の意見交換や情報共有を目

的としているので、今回は各市町の障がい福祉課担当者の参加は見送る。 

 



○ 相談支援部会『教育機関との意見交換会』について 

相談支援部会では教育機関との８月に意見交換を行いたいと計画している。 

次回の相談支援部会で意見交換したい課題を検討することとしている。 

課題が決定すれば、次回の運営会議でお伝えするので、各市町の担当者に出席していただくように

お願いしていただきたい。 

3 その他 

○ あいサポートフェスタについて 

倉吉市自立支援協議会は防災活動の紹介として参加される。他の町協議会も開催協力していただく

よう協議会で検討していただきたい。 

今まで来賓出席がなかった。活動を知っていただく意味合いも込めて市長、町長へ出席のお願いを

したい。一度に全員出席していただくよりも、順番に出席していただこうと思っている。まずは倉

吉市長へ出席のお願いに行く予定である。 

→6 月 26 日に参加依頼のお願いに行く。その時点で予定が空いているので出席可能。手続きを進

める。倉吉市長より活動を知っていただくために町長への出席依頼も行った方が良いとアドバイ

スをいただく。 

 

○ 西部地区にある施設入所事業所の順番確認について 

西部地区にある施設入所事業所に申し込みを行った際、西部圏域の自立支援協議会でルールができ

たので、書面での待機人数の提示は出来ないと言われた。どのようなルールで運用されているのか

確認していただきたい。 

→米子市福祉課、大山町福祉課に確認。 

 西部地区の自立支援協議会では、近々施設入所事業所の待機者をいったん整理しようと予定して

いる。各市町在住者の現在の状況を再確認することになるので協力をお願いしたいとのこと。 

施設入所事業所への申し込みは、市町福祉課より行うこと。待機状況について、書面で通知する

のはその事業所の判断である。待機人数を伝えないということはないと思うので、電話等で確認

していただきたい。 

 

 

 

次回の運営会議予定 ･･･（毎月第 3 火曜日予定） 

日時：令和元年 7 月 16 日（火） 13:30～15:30 

    場所：アゼリア１階相談室 


